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本日の話題

・EMT胆振東部の活動
・胆振東部地震の被災面積の推定



EMTとは？
EMT→緊急地図作成チーム（Emergency Mapping Team）

2011年、東日本大震災時に、京大防災研究所 林春男教授（現防災科学研
究所理事長）の呼びかけにより、結成。

活動目標：全国に広がる各種の被害および対応に関する状況認識の統一

作成する地図

国レベルでの広域的な状況認識のための情報の地図による可視化

都県レベルでの活動の調整に必要な情報の地図による可視化

緊急性・重要性が高い現場での活動を支援する情報の地図による可視化



EMT参加団体



酪農学園大学のEMT活動

東日本大震災時に、罹災証明の発行のためのGISデータ作
成協力

江別市消防本部と協働し、酪農学園大学小川准教授が中心
となってEMT江別を結成し、訓練を継続的に実施



EMT胆振東部の活動
EMT胆振東部は、Digital北海道研究会の三好達也氏の呼びかけに応じ、Digital北海道研究会、
酪農学園大学、 EnVision環境保全事務所、ESRIジャパンの有志により結成

9/6 発災
9/7 EMT胆振東部発足
9/8 Facebook上にページを作成
9/9 EMTのメッセンジャーグループ作成（酪農学園大学に電気が復旧。地図作成）
9/13 1回目の訪問（厚真町） ⇒ 速報を紙で届ける。UTMグリッド付き

・厚真川地区（地理院撮影、地震前ESRI 衛星画像）など、A0 25枚
・厚真地区（地理院）の単写真とインデックス A3 250枚

9/15 2回目の訪問（厚真町） ⇒ 厚真町全域の地図を届ける

・厚真町全域（WV 2018/9/11撮影←DigitalGlobeFoudationより提供）、喜多
耕一氏のデータを利用

9/19 道庁、森林計画課等に崩壊堆積地に関する地図を提供
9/23 3回目の訪問（厚真町、安平町）⇒ 厚真町1/5000でマップブック、A3＆A0（約800枚）依
頼場所をドローンで撮影、SfM処理
現在 被災地面積の解析、ドローンによるモニタリング



Facebookで情報公開



地図作成を担当した酪農学園小野研究員



※会場のみ
WEBでの公開は無し



※会場のみ
WEBでの公開は無し



UTMグリッド線を挿入





空中写真＋地番図 厚真町、開発局
へ提供



空中写真＋林班図
北海道森林計画課
森林整備課へ提供



※会場のみ
WEBでの公開は無し



※会場のみ
WEBでの公開は無し



※会場のみ
WEBでの公開は無し



レイヤ－アイコンを操作すると、データの表示非表示を切り替えることができま
す。

①

②

レイヤの表示、非表示 Acrobat Reader でできる！



PDF上で距離の計測

①“ものさし”と検索
②ツールバーから“ものさし”をクリック

③距離や面積を計測可能

Acrobat Reader でできる！



オブジェクトデータツールを表示し、小班番号を選択すると、
属性を閲覧できる。

PDF上で小班の属性を閲覧

①

②小班番号選択

③小班の属性

④選択された小班が強調表示される

Acrobat Reader でできる！



モバイルデバイスを活用した
情報収集配信システムの開発

（Collector for ArcGIS ESRI社製）

PCで集約閲覧

ストーリーマップで
写真と連携



地図化により分かってきたこと

紙地図は有効（＋デジタル）

デジタルデバイス（タブレット等）は、事前の利用、利用指導が必要

被災面積の抽出、面積算定は難しい

１．国土地理院データ 4,874ha（崩壊・堆積地、空中写真より）

２．国土交通省砂防部 1,340ha （衛星より）

３．とまみんの記事 10,000ha （衛星より)

４．札幌市の喜多耕一さん 4,387ha（崩壊地のみの数値、空中写真より）

５．㈱地域環境計画 4,482ha（崩壊・堆積地、空中写真より）

６．酪農学園大学 4,350ha （崩壊・堆積地、衛星画像より）



撮影 山口雄平氏
9月23日

撮影 小川健太氏
10月24日

日本写真測量学会北海道支部会発表2018.10.26



http://www.mlit.go.jp/river/sabo/h30_iburitobu/181005_sediment_volume.pdf

過去最大の崩壊面積

13.4㎢

10月5日 発表資料

面積算出に関する記述

「４．北海道胆振東部地震のデータは
光学衛星画像の判読により算出。」

ヒアリング

※傾斜角2度以下は、除外している。



衛星画像による土砂移動痕跡等の自動判
読
パスコ SPOTでの抽出（9月12日公開）

下部の注記

※9月11日に撮影した衛星画像
（SPOT）をもとに、画像解析
により土砂移動痕跡等を自動判
読しました

※本図は速報として自動判読結
果をそのまま示しているため、
未抽出箇所があります。

※裸地には伐採跡地等の災害に
直接関係しない箇所も含まれま
す

https://www.pasco.co.jp/disaster_info/20180906/



国土地理院の空中写真撮影範囲

緑色：地理院空中写真の範囲

黄色：追加判読の範囲

平成30年胆振東部地震



Planet社 DOVE 2018年8月3日 撮影 Planet社 DOVE 2018年9月11日 撮影

地震後の空中写真のみでは、崩壊地かどうか判断に迷うが

地震前の画像（衛星写真、空中写真）を参照すると、判断
できる可能性が上がる。

国土地理院 空中写真 9月6日撮影オリジナル画像 明るさ調整済み



酪農学園大学 Planet社 Dove
国土地理院 空中写真 2018年9月6日衛星写真 地震前



酪農学園大学
Planet社Dove 崩壊・堆積地抽出

WorldView-2（ 9/11）参考

Dove地震前後で変化抽出
（8/3、9/11 etc.）

酪農大フラビオ氏

43.5 ㎢
被害面積



公開されている崩壊・堆積地データ

国土地理院 ㈱地域環境計画 喜多耕一氏

https://www.chiikan.co.jp/iburi/
http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30-
hokkaidoiburi-east-earthquake-index.html

https://github.com/koukita/2018_09_06
_atumatyou

※いずれも地震後の国土地理院空中写真より判読。
※面積は公表値として発表していない。

崩壊崩壊堆積範囲の
区分なし

崩壊・堆積地を区分 崩壊・堆積地を区分
オーバーラップあり

崩壊

堆積

崩壊

堆積

崩壊・堆積

300m



国土地理院
国土地理院 空中写真 2018年9月6日衛星写真 地震前

堆積範囲がずれているため、モザイク前の隣接する単写真を

用いて判読した可能性が見受けられる。

崩壊・堆積範囲を一緒に判読
©DigitalGlobe

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



地域環境計画

国土地理院 空中写真 2018年9月6日衛星写真 地震前

崩壊範囲より、堆積地を優先して区分してい
る。

堆積範囲と判読しているが、崩壊範囲が含まれ
ている場合もある。

崩壊・堆積を区別

©DigitalGlobe

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



喜多耕一氏
（札幌市在住）

国土地理院 空中写真 2018年9月6日衛星写真 地震前

崩壊範囲を過去の空中写真を比較して
判読しているため、

崩壊範囲が、地震前の森林域付近でトレースして
いる。

崩壊・堆積を区別

©DigitalGlobe

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



GISデータより面積を算出

48.7㎢ 44.8㎢

43.7㎢
11.7㎢

28.6㎢
16.2㎢

崩壊地

堆積土

崩壊・堆積範囲

52.4㎢
※崩壊・堆積の
重複面積を除く

合計

崩壊地

堆積土

国土地理院 ㈱地域環境計画 喜多耕一氏

48.7㎢
合計 合計

面積が異なる

北大札幌キャンパス

4.5個分酪農大 Planet

43.5㎢崩壊
堆積範囲



撮影 山口雄平氏



国土地理院

６８０m
地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



株式会社地域環境計画

６８０m

崩壊地

堆積

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



６８０m

喜多耕一氏

崩壊地

堆積

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



撮影 山口雄平氏



崩壊地の
誤判読

地理院のみ
判読

崩壊・堆積範囲の判読結果の違い
（国土地理院）

平成30年胆振東部地震

背景空中写真
国土地理院 空中写真
（厚真川地区）9月6日撮影

皆伐地、土場の誤判読が、見受けられる

国土地理院のみの判読した箇所
415箇所

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



場所にもよる
が、境界線は、
最も写真に忠実

地域環境計画
のみ判読

崩壊・堆積範囲の判読結果の違い
（株式会社地域環境計画）

平成30年胆振東部地震

背景空中写真
国土地理院 空中写真
（厚真川地区）9月6日撮影

地域環境計画のみの判読した箇所
382箇所

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



喜多氏のみ
判読

一見、崩れていないように見えるが、

森林ごとずり落ちている

崩壊・堆積範囲の判読結果の違い
（喜多氏）

喜多氏のみの判読した箇所
239箇所

※他2機関のポリゴンと重なっていない箇所数

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



3者のデータを重ね合わせ

崩壊地・堆積範囲として確実なエリアを抽出

国土地理院 ㈱地域環境計画 喜多耕一氏

1者のみ判読
2者判読
3者判読

地理院地図 平成30年胆振東部地震正射画像厚真川地区（9月6日）



3者が判読 34.5㎢

2者が判読 12.1㎢

1者が判読 18.2㎢

被害面積（崩壊、堆積範囲）
は、

少なくとも

以上と推定できる

3者のデータを組み合わせた結果
（国土地理院、地域環境計画、喜多氏）



※会場のみ
WEBでの公開は無し



※会場のみ
WEBでの公開は無し



濃尾地震

北丹後地震

関東地震

今市地震
新潟地震

伊豆半島沖地震

伊豆大島近海地震

北海道南西沖地震

兵庫県南部地震

鹿児島県北西部地震

新潟県中越地震

能登半島地震新潟県中越沖地震

岩手・宮城内陸地震

東北地方太平洋沖地

震
熊本地震

北海道胆振東部地震（速報値）

国土交通省砂防部

崩壊・堆積範囲

（国土地理院公開データより

酪農大が数値を算出）

崩壊・堆積範囲

（㈱地域環境計画）

崩壊・堆積範囲

（喜多氏）

崩壊・堆積範囲

（酪農学園大学）

崩壊地

（喜多氏）

崩壊地

（㈱地域環境計画）
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3者のデータを
組合わせた面積

過去
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の被害

国土交通省砂防部の資料より
今回のデータ値を追加



今後の方向性について
・崩壊と堆積の整理（目的、判読基準・ルールの明確化、条件、方法、使用データの整理）

・地形データ（傾斜）利用による崩壊地の確認

・地震直前の衛星データ等の利用による確認

・平取、日高町を加えた広域解析

崩壊地のナンバリングとデータベース化

確定データの完成とオープンデータ化

ぜひ皆様からアドバイス等を頂ければ幸いです。

地震前の空中写真、衛星写真等、ななめ写真など。3者のデータの活用し、補完しあう。

モニタリング体制の確立



災害マネジメントサイクルとGIS ソリューション（ESRIジャ
パンHPより）


